
測量学Ⅰ 期末試験問題           2025 年 1 月 28 日（火）実施 

 

■水準測量の手簿の書き方，誤差の配分 【     ／ 40点】 

 既知点 A から B まで，器高式による

水準測量を行った。測定領域の断面図，

平面図を図 1 に示す。断面図の太縦線は

標尺，数値は標尺の読みを示している。 

(1) 図 1 のようにレベルを配置した理由

は樹木による視線の阻害が理由であ

る。樹木は，どの位置にあったと考

えられるか？。図 1 の平面図上に樹

木の位置（2 本）を描き入れよ。 

(2) 図 1 のように水準測量を行ったとき

の測量結果を，下記に示す測量手簿

に記入せよ。 

(3) 既知点 B の標高は 2.480m である。

観測誤差を求め，誤差を調整し，点 a～f の調整後の地盤高を示せ。なお，計算過程は明示すること。 

 

【測量手簿】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■水準測量の精度の検査，再測路線の判別 【     ／ 20点】 

 図 2 に示す水準測量の路線網において，表 1 の結果を得た。各路線の計測回数は全て 1 回である。 

(1) 路線番号 1～6 の軽重率をそれぞれ求め，整数の比で示せ。 

(2) 再測が必要な路線はどこか判別せよ。但し，この水準測量は公共

測量の 3 級水準測量とする。【環閉合差 10√𝐿 (mm)（L: 単位 km）】 

 

 

 

 

                                               

表 1 観測した路線の高低差，路線長 

路線 

番号 

高低差 

 (m) 

路線長 

 (km) 

1 +3.225 3.0 

2 -5.500 2.0 

3 +0.060 2.5 

4 +8.715 4.0 

5 -3.163 1.0 

6 +5.515 2.5 

 

 

 

 

学 籍 番 号 氏  名 点  数 裏面は中間試験の

結果で良い場合は

下記にチェック 

□ 
 
 

  

図 1 水準測量の断面図，平面図 

 
図 2 水準測量の路線網模式図 
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■結合トラバース測量の結果の整理【     ／ 40点】 

 図 2 は，トータルステーションを用いて既知点 A から既知点 B に結合トラバ

ース測量を行ったものである。表 2 に示す観測角，既知点の座標値と方位角，測

線長をもとに，(1)測角誤差を配分，(2)方位角を求め，(3)緯距・経距を計算し，(4)

トラバースを調整して，(5)測点 1，2 の X 座標（南北方向），Y 座標（東西方向）

を求めよ。途中計算過程は明示し，計算結果を表 3，表 4中に記載すること。 

 
図 2 結合トラバース網 

 

表 3 結合トラバースの測定角，既知点の座標値と方位角，測線長 

種類 記号 値 調整量 調整角 

測定角 βA 312°10′20″   

測定角 β1 150°05′10″   

測定角 β2 225°33′10″   

測定角 βB 39°40′40″   

既知方位角 αA 154°46′30″   

既知方位角 αB 342°15′20″   

測線長 (m) l A1 25.000   

測線長 (m) l 12 20.000   

測線長 (m) l 2B 30.000   

既知点 X 座標 (m) Y 座標 (m)   

A 0.000 0.000   

B -18.920 68.700   

 

表 4 結合トラバース計算表 

測線 
測線長 

(m) 
方位角 

緯距 L 
(m) 

経距 D 
(m) 

調整後の

緯距 (m)
調整後の

経距 (m) 
測

点 
X 座標(m) Y 座標(m)

A～1 25.000      A   

1～2 20.000      1   

2～B 30.000      2   

計 75.000      B   
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